
1. 配当予想修正の理由 
 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要な課題の一つとして認識しております。 
 令和元年12月期の期末配当につきましては、本日発表しております決算短信のとおり、通期の経営成績が予想を上回っ
たこと、財務状況及び株主還元を考慮し、配当予想を10円増額した１株当たり110円とさせていただくこととしました。これに
つきまして、令和２年３月９日開催予定の当社取締役会において、令和２年３月25日開催予定の定時株主総会の付議事項
として決定する予定であります。 
 なお、当社は「取締役会の決議により、毎年６月30日を基準日として、中間配当を行うことができる。」旨を定款に定めて
おります。 

2. 修正の内容 

以 上

令和2年2月3日
各 位 

上場会社名 株式会社東計電算
代表者 代表取締役会長 甲田 博康
（コード番号 4746 ）
問合せ先責任者 代表取締役社長執行役員 甲田 英毅
（TEL 044-430-1311）

配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、取締役会において、当期の年間配当金の予想について、下記のとおり修正することを決議しました
のでお知らせいたします。 

記 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 
（令和元年11月5日発表）

― 0.00 ― 100.00 100.00

今回修正予想 ― ― ― 110.00 110.00
当期実績 ― 0.00 ―
前期実績 

（平成30年12月期）
― 0.00 ― 90.00 90.00


